
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 104 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理演習 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 
新課程 リードα物理基礎・物理（数研出版） 

フォトサイエンス物理図録（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理演習では、物理基礎で学んだ内容をさらに深めるために、復習を行いながら問題演習を中心

に授業を行います。公式の暗記で終わるのではなく、基礎的な知識を確かめる問題を確実に理解

すること、さらに大学入試へと繋げることができるように物理的思考力や応用力を養うような問

題も扱います。何度も同じ問題を解くことが実力アップにつながるはずです。 

 

２ 学習の到達目標 

(１)観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるとともに、グラフや図、表等を読み取り

物理量の関係性を見つけることができる力を育てる。 

(２)物理の学習や観察・実験を通して科学的に考察し、表現する能力を身に付ける。 

(３)自ら物理学的に探究しようとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

物理や物理現象について、基

本的な概念や原理・法則を理

解し、知識を身に付けて問題

を解くことができる。 

物理や物理現象に関する観

察，実験などを行い、それら

の過程や結果を科学的に考

察し、わかりやすく表現する

ことができる。 

物理学的な事物・現象に主体的

に取り組み、その中に問題を見

いだし、見通しをもったり振り

返ったりする過程を通して、事

象を科学的に探究しようとし

ている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 運
動
の
表
し
方 

●速度 

・速さ 

・等速直線運動 

・速度 

・変位 

・平均の速度 

・瞬間の速度 

・速度の合成 

・相対速度 

 

●加速度 

・加速度 

・等加速度直線運動 

 

●落体の運動 

・自由落下 

・鉛直投射 

・放物運動 

 

 

a: 速さ、時間、距離の関係を理

解し、それらを使った問題を解

くことができる。 

 

b: 運動の多様性やその解析方法

を習得し，考察できる。 

 観察・実験などを通して得られ

たデータの処理方法を習得し、

適切に表現することができる。 

 

c: 日常の様々な物体の運動に関

心を持ち，科学的に探究しよう

とする。 

  

 

 

定期 

考査 

 

確認 

テスト 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポー

ト 

 

 

運
動
の
法
則 

●力とそのはたらき 

・力 

・いろいろな力 

 

●力のつりあい 

・力の合成・分解 

・力のつりあい 

・作用と反作用 

 

●運動の法則 

・慣性の法則 

・運動の法則 

・運動方程式 

 

●摩擦を受ける運動 

・静止摩擦力 

・動摩擦力 

 

●液体や気体から受ける力 

・圧力 

・浮力 

・空気の抵抗 

 

a: 物体にはたらいている力を正

しく見いだし，運動方程式を立

てることができる。また，つり

合いの２力と作用・反作用を正

しく区別することができる。 

 

b: 運動の３法則の理解を深め， 

いろいろな力がはたらくとき

の運動について，グラフを活用

しながら分析し，そのときの力

と運動の関係を考察・表現する

ことができる。 

 

c: 日常に見られる様々な運動等

に関心を持ち，運動の３法則等

を活用して科学的に探究しよ

うとしている。 

 

 

 

定期 

考査 

 

実験・観

察 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポー

ト 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

１ 仕
事
と
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー 

●仕事 

・仕事 

・仕事の原理 

・仕事率 

 

●運動エネルギー 

・エネルギー 

・運動エネルギー 

・運動エネルギーと仕事の関係 

 

●位置エネルギー 

・重力による位置エネルギー 

・弾性力による位置エネルギー 

・保存力と位置エネルギー 

 

●力学的エネルギーの保存 

・力学的エネルギー保存則 

・保存力以外の力の仕事 

a:仕事に関する基本的な知識を

習得し、問題を解くことができ

る。 

 

b: 力学的エネルギー保存則を活

用して適切に表すことができ

る。 

 

c: エネルギー概念と仕事につい

て関心を持ち，意欲的に探究し

ようとする。 

 

 

定期 

考査 

 

実験・観

察 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポー

ト 

 

２ ２ 熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

●熱と物質の状態 

・温度 

・熱量 

・熱容量と比熱 

・熱量の保存 

・物質の三態と潜熱 

・熱膨張 

 

●熱と仕事 

・熱と仕事の関係 

・内部エネルギー 

・熱力学第一法則 

・不可逆変化 

・熱機関 

a: 比熱や熱容量を用いて熱量保

存の問題が解ける。熱効率を計

算することができる。熱力学第

一法則を使って熱量、内部エネ

ルギー、仕事の関係から問題を

解くことができる。 

b: エネルギーの変換に関する実

験を通してエネルギーについ

て考察し、適切に表現すること

ができる。また，熱と仕事の関

係，熱現象の不可逆性，エネル

ギー保存の法則について的確

に表現できる。 

c: 熱・温度・エネルギーの関係

について関心を持ち，意欲的に

探究している。 

定期 

考査 

 

実験・観

察 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポー

ト 

音 ●音の性質 

・音波 

・音の大きさ・高さ・音色 

・音の速さ 

・音の伝わり方 

・うなり 

 

●発音体の振動と共鳴共振 

・弦の振動 

・気柱の振動 

・共振・共鳴 

 

a: ドップラー効果についての知

識を習得し、式を使って問題を

解くことができる。 

 

b: 弦や気柱の振動のモデル図と

式を組み合わせて考察し、適切

に表することができる。 

 

c：気柱共鳴実験・弦の振動の様

子からモデル図を用いて主体

的に探究することができる。 

定期 

考査 

 

実験・観

察 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

３ 物
質
と
電
気 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

●電気の性質 

・静電気 

・物体が帯電するしくみ 

・導体と不導体 

 

●電流と電気抵抗 

・電流 

・電圧 

・オームの法則と電気抵抗 

・抵抗の接続 

・抵抗率 

 

 

 

 

 

 

 

a: クーロンの法則を理解し、そ

れを活用して問題を解くこと

ができる。ジュールの法則を使

って電力と熱量の関係を求め

ることができる。 

 

b: 電気・磁気の基本的な性質と

その利用のされ方を観察や実

験を行いながら理解し，基本的

な電流回路の接続の決まりや

測定方法を考察することがで

きる。 

 

c: 今日の人間生活における電

気・磁気との関わりに興味・関

心を抱き，電気・磁気の基本的

な性質と使われ方について意

欲的に探究しようとする。 

 

 

定期 

考査 

 

実験・観

察 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポー

ト 

 

 

磁
場
と
交
流 

 

●電流と磁場 

・磁場 

・電流のつくる磁場 

・電流が磁場から受ける力 

・電磁誘導 

 

●交流と電磁波 

・交流 

・電気の利用 

・電磁波 

a: 磁場と電流の関係を理解し、 

 問題を解くことができる。 

 

b: 電気・磁気の利用のされ方と

性質の関係を的確に判断・表現

できる。 

 

C: 日常生活における電気の 

 利用、発電の仕組みについて主

体的に探究している。 

 

 

定期 

考査 

 

実験・観

察 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポー

ト 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用 

●エネルギーの移り変わり 

・いろいろなエネルギー 

・エネルギーの変換と保存 

 

●エネルギー資源と発電 

・エネルギー資源 

・化石燃料と火力発電 

・原子力と原子力発電 

・太陽光 

・その他のエネルギー資源

の例 

 

a: どのようなエネルギ-の種類

があるのかを理解する。 

 

b: 放射線の種類とその性質を説

明・表現することができる。 

 

c: 日常生活における様々な発電

方法と今後のエネルギー問題

について主体的に探究してい

る。 

定期 

考査 

 

実験・観

察 

定期 

考査 

 

提出 

ノート 

学習活動

への取

組み 

 

提出 

ノート 

 

実験・観

察レポ

ート 


